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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
歯
科
医
療

に
お
け
る
院
内
感
染
防
止
対
策

論論
点点

支払い困難な人は　　
無低診で窓口負担軽減

　

患
者
血
液
の
飛
沫
に
よ
る

術
者
へ
の
汚
染
は
心
臓
血
管

外
科
手
術
で
75
％
、
脳
外
科

手
術
で
は
69
％
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
歯
科
治
療
に
お
け

る
歯
科
医
師
へ
の
汚
染
を
調

査
し
た
報
告
で
は
歯
冠
形
成

で
92
％
と
高
い
曝
露
率
で
あ

っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
高
速

回
転
切
削
器
具
の
使
用
、
圧

搾
空
気
を
原
動
と
し
て
い
る

歯
科
タ
ー
ビ
ン
、
そ
こ
に
噴

霧
さ
れ
る
注
水
、
は
ね
返
り

や
す
い
口
腔
の
形
状
、
手
術

野
・
形
成
部
位
と
術
者
の
目

と
の
距
離
が
近
い
こ
と
、
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

　

奈
良
県
は
第
３
期
県
医
療

費
適
正
化
計
画
に
お
い
て
、

設
定
し
た
県
医
療
費
目
標

（
２
０
２
３
年
度
、
４
８
１

３
億
円
）
の
達
成
が
図
れ
な

い
場
合
に
、
県
国
保
保
険
料

の
引
き
上
げ
を
回
避
す
る
た

め
に
「
地
域
別
診
療
報
酬
」

の
導
入
を
国
に
求
め
る
こ
と

を
打
ち
出
し
た
。

　

そ
れ
は
、
高
齢
者
医
療
確

保
法
第
14
条
に
規
定
さ
れ
る

「
診
療
報
酬
の
特
例
」
で
、

厚
労
相
は
１
つ
の
都
道
府
県

の
区
域
内
に
お
け
る
診
療
報

酬
を
、
他
と
異
な
る
定
め
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い

う
扱
い
の
発
動
を
求
め
る
も

の
で
、
具
体
的
に
は
、
１
点

10
円
の
診
療
報
酬
単
価
を
、

例
え
ば
奈
良
県
の
み
９
円
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。

医
療
崩
壊
招
く

　

も
し
、
１
点
９
円
と
な
れ

ば
県
下
医
療
機
関
の
経
営
を

直
撃
し
、
地
域
医
療
は
た
ち

ま
ち
疲
弊
し
崩
壊
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
る
。
設
備
更
新
の

先
送
り
や
人
件
費
カ
ッ
ト
等

の
厳
し
い
経
費
節
減
、
検
査

や
投
薬
等
で
赤
字
に
な
る
診

療
行
為
は
手
控
え
が
広
が
り

か
ね
な
い
。
奈
良
県
で
の
医

療
機
関
経
営
は
敬
遠
さ
れ
、

医
療
従
事
者
の
県
外
流
出
も

起
こ
る
。
雇
用
の
場
で
も
あ

る
医
療
関
係
職
の
落
ち
込
み

は
地
域
経
済
の
悪
化
を
招

く
。
県
民
は
、
最
新
の
医
療

技
術
等
の
恩
恵
が
受
け
ら
れ

ず
、
良
質
な
医
療
や
受
療
の

機
会
さ
え
奪
わ
れ
て
い
く
。

府
県
境
を
挟
ん
で
、
同
じ
医

療
行
為
の
価
格
が
異
な
れ

ば
、
受
診
行
動
に
も
影
響

し
、
そ
の
混
乱
は
近
隣
府
県

に
も
及
ぶ
。

発
想
の
根
本
的
誤
り

　

県
医
療
費
目
標
に
あ
わ
せ

て
、
保
険
料
引
き
上
げ
か
診

療
報
酬
引
き
下
げ
か
を
迫
る

し
、
奈
良
県
と
他
府
県
に
格

差
を
つ
く
り
地
域
を
分
断
す

る
。
も
し
実
施
さ
れ
れ
ば
悪

し
き
先
例
、
蟻
の
一
穴
と
な

っ
て
「
横
展
開
」
さ
れ
る
だ

ろ
う
。

　

県
発
表
に
衝
撃
を
受
け
た

医
師
会
を
は
じ
め
県
医
療
界

は
当
然
こ
と
ご
と
く
反
対
で

あ
る
。
御
所
市
で
は
３
師
会

会
長
が
共
同
で
市
長
へ
県
に

よ
る
地
域
別
診
療
報
酬
の
検

討
に
反
対
と
の
意
見
を
出
し

た
。
市
町
村
議
会
か
ら
県
へ

撤
回
を
求
め
る
意
見
書
が
河

合
町
と
大
和
高
田
市
議
会
で

採
択
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
愚
策
を
実
現

さ
せ
ぬ
よ
う
、
当
会
は
諸
団

体
、
県
民
と
と
も
に
全
力
で

反
対
運
動
に
取
り
組
む
。

発
想
が
根
本
的
に
誤
っ
て
い

る
。
必
要
な
医
療
を
県
民
に

い
か
に
保
障
す
る
か
が
課
題

で
あ
り
、
根
底
に
国
保
財
政

悪
化
の
重
大
な
要
因
た
る
国

の
低
す
ぎ
る
負
担
水
準
の
問

題
が
あ
る
。
県
が
国
に
言
う

べ
き
は
そ
の
改
善
で
あ
る
。

　

県
計
画
の
医
療
費
目
標

は
、
国
の
示
す
標
準
的
な
算

出
方
法
に
よ
ら
ず
独
自
の
方

法
に
よ
り
、
そ
の
差
は
４
３

２
億
円
も
低
い
数
値
と
い
う

●各般の取組を進めてもなお「第３
期医療費適正化計画」に掲げた医療
費目標を達成できない場合におい
て、（略）いわゆる地域別診療報酬
の適用、すなわち本県における診療
報酬について異なる定めを行うよ
う、国に意見を提出することを検討
する方針です。
●具体的には、（略）目標を上回る
医療費となった場合には、（略）診
療報酬単価（１点10円）を一律に引
き下げることを含めた診療報酬上の
対応により、本県における国保の保
険料水準引上げを回避できる水準ま
で医療費水準を抑制していくことを
検討します。（以下略）

地域別診療報酬の活用

異
常
さ
。
加
え
て
、
過
去
も

現
在
も
、
医
療
費
実
績
は
真

の
医
療
需
要
を
す
べ
て
満
た

し
た
も
の
で
な
く
、
経
済
的

理
由
の
受
診
中
断
や
手
遅
れ

事
例
が
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ

を
考
慮
す
れ
ば
目
標
値
の
非

人
道
性
さ
え
浮
か
ぶ
。

蟻
の
一
穴
許
さ
な
い

　

地
域
別
診
療
報
酬
は
、
患

者
・
県
民
と
医
療
者
を
分
断

無
料
低
額
診
療
所

　

「
無
料
低
額
診
療
事
業
」

を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
社
会

福
祉
法
に
基
づ
き
、
窓
口
負

担
の
支
払
い
が
困
難
な
人
に

減
免
を
行
う
事
業
だ
。

　

都
道
府
県
の
許
可
を
受
け

た
医
療
機
関
が
実
施
す
る
も

の
で
、
対
象
と
な
る
患
者

は
、
指
定
を
受
け
た
医
療
機

関
を
受
診
し
た
際
、
窓
口
で

の
支
払
い
が
無
料
ま
た
は
軽

減
さ
れ
る
。

【
対
象
】

　

対
象
者
は
、
低
所
得
者
や

ホ
ー
ム
レ
ス
、
生
活
保
護
受

給
者
、
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ

ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
被
害

者
な
ど
、
生
活
が
困
難
な
者

だ
。
詳
し
く
は
、
実
施
医
療

機
関
に
問
い
合
わ
せ
を
。

【
指
定
医
療
機
関
】

　

大
阪
府
内
で
は
、
72
の
医

療
機
関
が
指
定
を
受
け
て
お

り（
17
年
６
月
現
在
）、
大
阪

市
、
堺
市
、
東
大
阪
市
、
吹

田
市
、
茨
木
市
、
門
真
市
、

泉
佐
野
、
豊
中
市
、
寝
屋
川

市
、
松
原
市
、
八
尾
市
、
富

田
林
市
、
岸
和
田
市
、
泉
南

市
、
泉
南
郡
に
あ
る
。
医
療

機
関
名
や
所
在
の
詳
細
は
、

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
か
、
府
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（http://www.

pref.osaka.lg.jp/houjin/
muryoteigaku/

）
で
。

超
音
波
ス
ケ
ー
ラ
ー
を
用
い

た
歯
石
除
去
で
も
40
％
の
術

者
（
歯
科
衛
生
士
）
に
飛
沫

汚
染
を
認
め
て
い
る
。
歯
科

治
療
に
お
け
る
出
血
は
量
的

に
は
少
な
い
が
、
歯
科
医
療

従
事
者
に
対
し
高
い
確
率
で

患
者
血
液
、
す
な
わ
ち
感
染

性
物
質
の
曝
露
を
受
け
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
飛

沫
暴
露
に
対
す
る
予
防
策
と

し
て
マ
ス
ク
、
ゴ
ー
グ
ル
、

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
な
ど
個

人
防
護
具
の
使
用
が
有
効
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
適
切

に
使
用
し
な
け
れ
ば
確
実
な

防
護
に
は
な
ら
な
い
。
ま

た
、
高
速
回
転
切
削
器
具
、

超
音
波
切
削
器
具
の
使
用
で

発
生
し
た
エ
ア
ロ
ゾ
ル
に
も

感
染
性
物
質
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
エ
ア
ロ
ゾ
ル
は
飛
沫
よ

り
も
粒
径
が
小
さ
く
、
肉
眼

で
は
見
え
な
い
大
き
さ
で
あ

り
、
汚
染
に
気
付
き
に
く

く
、
長
時
間
空
中
を
浮
遊
す

る
た
め
院
内
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
る
に
は
標
準
予
防
策

を
理
解
し
正
し
く
確
実
に
遵

守
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

講
演
の
前
半
で
は
歯
科
治

療
、
口
腔
外
科
手
術
に
よ
っ

て
発
生
す
る
血
液
飛
沫
、
エ

ア
ロ
ゾ
ル
や
サ
ー
ジ
カ
ル
ス

モ
ー
ク
に
つ
い
て
、
そ
の
発

生
を
証
明
し
、
浮
遊
距
離
な

ど
明
ら
か
に
し
た
演
者
の
研

究
を
紹
介
す
る
。

　

そ
れ
か
ら
講
演
の
後
半

で
、
院
内
感
染
防
止
対
策
の

基
本
事
項
と
し
て
標
準
予
防

策
、
環
境
表
面
の
整
備
・
消

毒
、
手
指
消
毒
、
器
械
・
器

具
の
滅
菌
と
消
毒
、
消
毒
薬

の
基
本
、
ス
ポ
ル
デ
ィ
ン
グ

分
類
に
つ
い
て
解
説
す
る
予

定
で
あ
る
。
前
半
の
演
者
の

研
究
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
後
半
の
基
本
的
、
一
般

的
な
院
内
感
染
防
止
対
策
に

つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
と

幸
い
で
あ
る
。

（
開
催
日
等
詳
細
は
６
面
）

日
時　

10
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
８
階
会
議
室

　
　
　

※
保
険
医
ま
つ
り
会
場　
　

定
員　

１
５
０
人

講
師　

 

松
本
一
生
氏
（
旭
区
開
業
・
大
阪
市
立
大
学
大
学
院

生
活
科
学
研
究
科
客
員
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
科
臨
床
で
必
要
な
認
知
症
の
知
識

大
阪
市
西
部
地
区
講
習
会

日
時　

11
月
３
日
（
土
・
祝
）
午
後
２
時
〜
４
時（
雨
天
決
行
）

集
合　

 

午
後
２
時
に
ホ
ワ
イ
テ
ィ
う
め
だ
（
梅
田
地
下
セ
ン

タ
ー
）
曽
根
崎
警
察
署
前
（
地
下
で
す
）

解
散　

午
後
４
時
頃　

Ｊ
Ｒ
天
満
駅
・
地
下
鉄
扇
町
駅

　
　
　

※
解
散
後
、
懇
親
会
を
予
定

案
内　

西
俣
稔
氏
（
大
阪
案
内
人
）　
　

定
員　

15
人

コ
ー
ス　

 

曽
根
崎
村
跡
↓
ご
て
地
蔵
↓
歯
神
社
↓
堀
川
監
獄

跡
↓
扇
町
由
来
↓
偉
人
ゆ
か
り
の
寺
町
↓
京
阪
梅

田
線
予
定
地
跡
↓
天
満
紡
績
跡
（
概
要
）

会
費　

無
料
（
懇
親
会
参
加
の
場
合
は
実
費
、
３
千
円
程
度
）

古
地
図
で
辿
る
、
梅
田
か
ら
天
満

大
阪
市
南
部
地
区
文
化
企
画

日
時　

10
月
28
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

会
場　

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
８
階
会
議
室

　
　
　

※
保
険
医
ま
つ
り
会
場　
　

定
員　

60
人

講
師　

織
田
耕
平
氏
（
織
田
行
政
書
士
事
務
所
取
締
役
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

医
療
法
人
の
運
営
・
認
可
を
め
ぐ
る
最
新
の
動
向

―
設
立
か
ら
継
承
・
解
散
ま
で
―

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催　

第
２
回
医
療
法
人
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

11
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

木
野
孔
司
氏
（
元
東
京
医
科
歯
科
大
学
准
教
授
、
木

野
顎
関
節
研
究
所
所
長
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

 

（
６
面
に
続
く
）

い
つ
も
歯
と
歯
が
触
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
―
１
０
０

歳
ま
で
自
分
の
歯
を
使
う
た
め
に
は

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会　

市
民
講
座

法
律　

11
月
５
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

雇
用　

11
月
15
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

11
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

11月生涯研抄録

大阪社保協発行「2018-
2020相談活動ハンドブ
ック」は１冊300円。
ご希望の場合は、協会
事務局まで。

相
談
活
動
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
活
用
術
④

日
時　

10
月
27
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時　

場
所　

マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
８
階
会
議
室

　
　
　

※
保
険
医
ま
つ
り
会
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地域別診療報酬

根底に国負担の低水準
青山哲也（奈良県保険医協会理事長）

 （第３期奈良県医療費適正化計画より抜粋）


